
 

 

           
              

  
                    

新生一ヶ月  

                                                              校長  鈴木  真史  

  大型連休が明けた登校日、私が廊下を歩いていると、「僕ね、みんなでね、バーベキュ

ーしてね。それで・・」「私は、○○に行って・・」と自信たっぷりに話をしてくれた子

がいました。一人が話し出すと、次から次へと友達が寄ってきて話してくれます。子ども

の経験は、その子の心に大きなエネルギーを与えてくれるものだと思いました。  

 

 統合して一ヶ月が経ちました。バスの運行など、新しく始まったシステムの変更なども

ありましたが、概ね学校生活が穏やかな川のように流れています。ここで、一月経った学

校の様子をお伝えします。  

＜朝の様子＞  

 徒歩通学の子どもたちは、新しい班長の指示の下、一列になって決ま

りよく登校してきています。班長が率先して朝のあいさつをしてくれて

いますので、同じ登校班の子どもたちもしっかりあいさつができていま

す。バス通学の子どもたちは、決められた席に座り、シートベルトをし

っかり締めて静かに乗車してきています。降車口での運転手さんへのお

礼の言葉が一人一人から聞こえてきます。マナーよく登校できています。  

＜学習時間では＞  

 

 

 

 

 

  どのクラスを見ても、自分の席に座ってしっかり学習活動を進めて

います。考える場面では、自分の意見を述べている子がたくさん見ら

れます。  

 教室を離れて学習するときは、整然と並んでみんなで移動します。

どの活動も楽しそうで、私もそこに加わりたい気持ちになります。  

＜休み時間になると＞  

 昨年に比べて人数が多くなった分、外で遊んでいる子も多くなり、賑やかになりました。

散歩していると、「校長先生。鬼ごっこするよ。私が鬼だから校長先生にタッチ！」と、

いきなり鬼ごっこの仲間入り。友達をどんどん作ろうと元気に遊んでいる子に会いました。 

そして、何と言っても素晴らしいのは、休み時間終了のチャイムが鳴ると遊びをピタッと

やめて一斉に校舎に向かって走り出す姿です。時間を守って行動できる新紫雲寺小学校の

子どもたちです。ぜひご家庭でも誉めてあげてください。  

＜運動会に向けて＞  

 ２４日（土）に運動会が計画されています。小学校３校が一緒に

なったので、応援歌をどうするか、応援団で相談したようです。結果、小学校３校で歌わ

れていた応援歌すべてを全校児童が歌うことになったようです。今までの学校を尊重しな

がらも新たな学校の文化を創っていくという使命を子どもたちはしっかりと果たそうとが

んばっています。 
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